
「４年生のイバラトミヨ観察」ー北辰小学校
湧水があり、年中水温が１５度位の冷たいきれいな水に住む、
巣作りをするめずらしい魚がイバラトミヨです。学校の近くを
流れる指首野川や野中･中川原地区の保全池で見ることができ
ます。４年生が飼育・観察しているイバラトミヨが水槽内で営
巣・産卵を行い、今年も約１５０匹の稚魚が孵化し、中川原保全
池に放流してきました。

イバラトミヨの巣

▲

６月定例会の経過…………………………P２
市民の声を聞く……………………………P８
第１２回議会報告会

とぴっくす…………………………………P10
一般会計補正予算／総務文教常任委員会／産業厚生常任委員会

特集　未来を育む子供たち………………P12
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種類 番　号 件　　　　　　　　　　名 結果
【市長提出】

了承
了承
了承
承認
承認

承認

同意
可決
可決
可決
可決
可決

可決

可決
可決
可決

第４号
第５号
第６号
第７号
第８号

第９号

第３４号
第３５号
第３６号
第３７号
第３８号
第３９号

第４０号

第４１号
第４２号
第４３号

一般財団法人新庄市体育協会の経営状況の報告について
平成２９年度新庄市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について
平成２９年度新庄市公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告について
新庄市市税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認について
新庄市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認について
新庄市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例の一部を改正する条例
の専決処分の承認について
新庄市固定資産評価員の選任について
新庄市公共下水道根幹的施設の建設工事委託に関する協定の締結について
新庄市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について
新庄市市税条例等の一部を改正する条例について
新庄市佐藤忠恕図書整備基金条例を廃止する条例について
新庄市消防委員会条例の一部を改正する条例について
新庄市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部を改
正する条例について
新庄市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
平成３０年度新庄市一般会計補正予算（第１号）
平成３０年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

報告

議案

６月定例会で審議された議案など  ６月定例会では、報告６件、議案１０件が審議されました。

チョイス1~5

６月定例会の経過
　６月定例会では、報告６件を了承、平成３０年度補正予算、新庄市一般職の給与に関する条例、新庄市消防委
員会条例の一部改正など１０議案を原案通り可決した。また、継続審査となっていた請願１件を不採択として、
６月２０日閉会した。平成３０年度の一般会計総額は、１５４億１９６５万円となる。

議案及び請願に対する議員の賛否 賛否の分かれた議案をお知らせします。  ○→賛成　●→反対

平成30年度新庄市一般会計補正予算
（第１号）

星
川
　
　
豊

下
山
　
准
一

叶
内
　
恵
子

佐
藤
　
悦
子

新
田
　
道
尋

清
水
　
清
秋

今
田
　
浩
徳

森
　
　
儀
一

奥
山
　
省
三

遠
藤
　
敏
信

小
関
　
　
淳

髙
橋
富
美
子

佐
藤
　
卓
也

山
科
　
正
仁

小
野
　
周
一

小
嶋
　
冨
弥

石
川
　
正
志

佐
藤
　
義
一
 

議　案
第42号

学校における働き方改革の実施のため、政府に対し、
教員定数の抜本増を求める意見書提出を求める請願

請　願
第１号

議案等
番　号

採

決

結

果

会　　　派　　　名 起新の会 穆清会 絆の会 会派に属さない議員市民・公明クラブ

可決

不採択

○

●

○

●

●

○

●

○

●

●

棄
権

●

○

●

○

●

●

●

●

○

●

○

○

●

○

●

●

●

－

－

○

●

○

●

○

●

※議長は採決に参加しません。
※原案のとおり採決することについての賛否を諮っています。（新庄市議会会議規則第７０条：可をもって諮ることを原則）

はか はか

請願の審議結果
件　　　名 請　　願　　者 紹介議員 結　果

学校における働き方改革の実施のため、
政府に対し、教員定数の抜本増を求める
意見書提出を求める請願

新庄市十日町2528番地の４
佐藤　靖 佐藤悦子 不採択

総務文教常任委員会に付託され、委員長報告では「不採択」でした。本会議での採決の結果も「不採択」でした。
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チ
ョ
イ
ス
１

橋
り
ょ
う
補
修
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

Ｑ
．
国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
が

減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

対
す
る
今
後
の
市
の
考
え
は
。

Ａ
．
現
在
橋
の
長
寿
命
化
の
策
定
計
画
を

進
め
て
お
り
、
今
回
は
近
接
目
視
に
よ
る

確
認
結
果
に
基
づ
い
た
方
向
性
を
探
る
。

ま
た
、
財
政
状
況
を
十
分
に
考
慮
し
策
定

計
画
を
進
め
る
。
加
え
て
橋
の
利
用
状
況

に
よ
っ
て
は
７０
％
や
８０
％
ま
で
の
整
備
で

終
え
る
こ
と
も
考
え
、
全
体
の
事
業
費
を

抑
え
て
い
く
。
冬
前
に
策
定
書
が
で
き
る

と
思
う
の
で
、
そ
の
後
方
向
性
を
示
し
た

い
。

チ
ョ
イ
ス
２

〝
み
ん
な
で
創
る
〞
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

事
業
実
行
委
員
会
負
担
金　
　
１
５
０
万
円

Ｑ
．
ど
の
よ
う
な
事
業
を
し
て
、
ど
の
よ

う
に
活
用
さ
れ
る
の
か
。

Ａ
．
昭
和
初
期
の
郷
土
の
農
村
指
導
者
で
あ

る
松
田
甚
次
郎
の
地
元
、
鳥
越
地
区
の
方
々
を

中
心
に
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
甚
次
郎
の
功

績
を
検
証
す
る
と
共
に
、
そ
の
功
績
を
ブ
ラ
ン

ド
と
捉
え
、
こ
の
よ
う
な
人
物
が
新
庄
に
い
た

と
い
う
こ
と
を
広
く
発
信
す
る
事
業
を
実
施
し

た
い
。
具
体
的
に
は
、
甚
次
郎
の
生
涯
を
描
い

た
演
劇
公
演
を
行
う
こ
と
と
、
甚
次
郎
が
実
践

し
た
自
給
自
足
の
理
念
に
習
い
、
地
元
の
食
材

を
生
か
し
た
お
菓
子
な
ど
の
お
土
産
品
の
開
発

と
商
品
化
を
図
る
事
業
を
実
施
す
る
。

チ
ョ
イ
ス
４

人
財
育
成
推
進
・
確
保
対
策
協
議
会
負
担
金

３
７
０
万
円

Ｑ
．
事
業
の
内
容
は
。

Ａ
．
若
者
の
地
元
定
着
ま
た
は
回
帰
促
進
と
い

う
こ
と
で
、
市
内
企
業
の
人
材
育
成
の
研
修
や

最
先
端
の
も
の
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
、
仙
台
圏
域

に
赴
き
新
庄
市
の
企
業
紹
介
を
行
う
事
業
、
そ

の
ほ
か
合
同
就
職
面
接
会
も
実
施
し
た
い
。
国
・

県
・
市
・
商
工
会
議
所
の
ほ
か
、
企
業
、Ｐ
Ｔ
Ａ

等
の
保
護
者
を
含
め
て
の
協
議
会
を
新
た
に
立

ち
上
げ
、
３
か
年
の
事
業
と
し
て
実
施
し
た
い
。

チ
ョ
イ
ス
５

畑
・
幸
地
線
整
備
事
業
費

１
８
０
１
万
７
千
円

Ｑ
．
水
道
や
下
水
道
、
消
火
栓
な
ど
は
こ

の
事
業
費
の
中
に
入
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
今
回
の
事
業
費
は
、
６
５
０
ｍ
ほ
ど

あ
る
市
道
認
定
区
間
の
概
略
的
な
計
画
と
、

当
面
の
事
業
区
間
で
あ
る
３
５
０
ｍ
の
測

量
設
計
と
用
地
測
量
の
金
額
を
合
算
し
た

も
の
で
あ
る
。

Ｑ
．
市
道
を
作
る
原
因
は
国
の
築
堤
に
起

因
す
る
。
国
か
ら
の
補
助
な
ど
は
あ
る
の

か
。

Ａ
．
畑
・
幸
地
線
は
３
月
に
市
道
認
定
し

６
月
に
急
遽
予
算
化
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
補
助
で
の
申
請

で
は
国
と
の
事
業
調
整
が
つ
か
な
い
こ
と

か
ら
単
独
で
委
託
費
を
計
上
し
た
。
国
は

関
係
す
る
地
権
者
付
近
を
全
て
丈
量
測
量

し
て
い
る
の
で
、
市
は
こ
の
デ
ー
タ
を
い

た
だ
き
、
用
地
調
査
費
を
半
分
程
度
ま
で

抑
え
る
。
ま
た
、
道
路
を
整
備
す
る
上
で

の
盛
り
土
材
も
国
か
ら
い
た
だ
く
こ
と
で

調
整
を
図
っ
て
い
る
。
測
量
試
験
費
や
工

事
費
に
お
い
て
国
の
支
援
を
受
け
、
な
る

べ
く
安
価
に
作
り
上
げ
た
い
。

チ
ョ
イ
ス
１

チ
ョ
イ
ス
２

チ
ョ
イ
ス
５

平
成
３０
年
度
補
正
予
算
に
関
す
る
質
疑

６
月
定
例
会

数
あ
る
質
疑
の
中
か
ら
選
び
ま
し
た

※
買
参
人
と
は
…
卸
売
市
場
で
卸
売
業
者
か
ら

　
買
う
こ
と
を
市
場
開
設
者
か
ら
認
め
ら
れ
た
者

チ
ョ
イ
ス
３

㈱
新
庄
卸
売
流
通
セ
ン
タ
ー
清
算
事
業
費

補
助
金　
　
　
　
　
　
２
６
３
万
４
千
円

Ｑ
．
株
式
会
社
の
事
業
清
算
に
つ
い
て
市
に
負
担

を
求
め
る
の
は
、
方
法
と
し
て
違
う
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
．
今
回
の
解
散
に
よ
っ
て
市
場
管
理
会

社
を
清
算
す
る
こ
と
は
、
今
後
新
た
な
借
財

を
残
さ
な
い
た
め
と
い
う
こ
と
が
一
つ
あ
る
。

公
設
市
場
で
売
り
買
い
す
る
市
場
機
能
を
民

間
移
譲
し
、
圏
域
の
農
家
や
買
参
人
の
取
引

が
今
後
も
継
続
す
る
よ
う
に
す
る
た
め
と
い

う
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
部
分
を
相
対

的
に
考
え
て
の
清
算
で
あ
る
。

お
も
む

チ
ョ
イ
ス
３

チ
ョ
イ
ス
４

修繕工事が必要な橋の状況



一
般
質
問
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一 般 質 問
もの申す！

佐　藤　義　一　議員

◎
児
童
虐
待
の
実
態
の
把
握

と
解
決
へ
の
対
策
を
問
う
。

市
長　
本
市
に
お
け
る
平
成

２８
年
度
の
児
童
虐
待
の
通
告

件
数
は
５
件
で
そ
の
う
ち
認

定
件
数
は
３
件
、
２９
年
度
は

通
告
件
数
４
件
、
そ
の
う
ち

認
定
件
数
は
３
件
と
な
っ
て

い
る
。
市
で
は
要
保
護
児
童

対
策
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、

定
期
的
に
児
童
相
談
所
、
警

察
や
学
校
等
の
関
係
機
関
が

集
ま
り
、
見
守
り
や
支
援
が

必
要
な
個
々
の
相
談
ケ
ー
ス

に
つ
い
て
、
情
報
や
支
援
方

法
の
共
有
と
関
係
機
関
の
役

割
分
担
及
び
支
援
の
評
価
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
児
童

虐
待
の
発
生
予
防
の
た
め
に

地
域
や
児
童
福
祉
・
母
子
保

健
等
内
外
の
関
係
部
署
と
連

携
し
情
報
収
集
を
行
い
、
虐

待
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は
、

早
期
に
適
切
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
学

校
に
お
い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
日
常
の

会
話
な
ど
か
ら
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、

組
織
的
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
郷
土
歴
史
研
究
者
や
新
庄
の
雪
害
対
策

研
究
書
等
の
文
献
を
将
来
の
た
め
保
護
保

管
す
べ
き
と
考
え
る
が
そ
の
対
策
を
問

う
。

教
育
長　
現
在
、
市
で
は
市
立
図
書
館
、

雪
の
里
情
報
館
、
ふ
る
さ
と
歴
史
セ
ン
タ

ー
等
に
郷
土
資
料
や
歴
史
的
資
料
を
保
管

し
て
い
る
。
新
庄
市
に
関
係
す
る
研
究
書

や
文
献
な
ど
を
保
管
し
、
活
用
す
る
こ
と

は
、
新
庄
の
歴
史
を
研
究
し
て
い
く
う
え

で
貴
重
な
資
料
と
な
り
、
と
て
も
大
切
な

こ
と
と
考
え
て
い
る
。
本
市
に
関
係
す
る

書
籍
等
の
寄
贈
の
相
談
に
は
、
施
設
の
司

書
や
専
門
的
な
知
識
を
有
し
た
団
体
や
個

人
の
方
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
市
で
の
活

用
に
つ
い
て
判
断
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
う

え
で
良
質
な
保
存
状
態
を
確
保
で
き
る
図

書
館
等
の
社
会
教
育
施
設
で
の
保
管
を
考

え
て
い
る
。

市長「関係部署と連携し情報収集を行い、組織的に対応したい」

児童虐待の実態把握、対策と新庄の知的財産保護を問う

一般質問とは、議員が
市政全般のことについて、
執行部に質問することじゃ。

ねえ、かむてんおしえて

一般質問って何？

佐藤　義一
１．農地の流動化と集積の実態について
２．隣村の豚舎の臭害について
３．児童虐待の対策について
４．新庄の知的財産の保管の意思について

奥山　省三
１．人口減少問題について
２．空き家対策問題について
３．道の駅について

叶内　恵子
１．新庄市情報公開条例について

小関　　淳
１．職員の能力をさらに引き出す体制づくりについて

小嶋　冨弥
１．医療的ケア児について
２．ふるさと納税について
３．学校教育について

佐藤　悦子
１．移動手段の確保対策強化について
２．紙おむつの支給対象の拡大について
３．市営の共同墓地をつくることについて
４．子育て支援充実について
５．過労死させた会社への職員研修問題について

一般質問は、６月12日と13日の２日間、６名の
議員が行いました。
質問の項目及び要旨は、質問者の通告原稿に基
づき掲載しています。

６月定例会一般質問の質問者と質問事項

こんな子供を虐待できますか？



一
般
質
問

５ H30.７.25

一般質問

叶　内　恵　子　議員

奥　山　省　三　議員

◎
市
民
と
共
に
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
に
は
情
報
の
共
有

が
大
事
で
あ
る
。
市
民
の
知

る
権
利
を
保
障
し
行
政
に
は

説
明
す
る
責
任
が
あ
る
。
情

報
公
開
の
制
度
が
あ
る
こ
と

を
市
民
に
も
っ
と
知
ら
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
の
た
め
に
も
、
条
項

を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
公
開
の
請

求
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
は

ど
う
か
。

市
長　
本
市
で
は
、
市
民
へ

の
行
政
文
書
の
開
示
を
請
求

す
る
権
利
を
保
障
し
、
市
民

に
よ
る
市
政
へ
の
参
加
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
、
昭
和
５８
年
１０
月
に
情
報

公
開
条
例
を
制
定
し
て
い

る
。
本
市
の
情
報
公
開
の
請

求
件
数
は
、
年
間
１０
〜
２０
件

前
後
で
推
移
し
て
い

る
。
情
報
公
開
制
度

に
つ
い
て
は
更
な
る

周
知
が
必
要
と
考
え

て
お
り
、
今
後
、
機

会
を
と
ら
え
市
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
情
報
公
開
制
度
の
周

知
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
条
例
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
条

例
の
制
定
に
伴
う
改
正
、
市
民
に
限
定
し

て
い
た
情
報
公
開
請
求
に
つ
い
て
、
誰
で

も
情
報
公
開
請
求
が
で
き
る
よ
う
に
見
直

し
を
行
い
、
さ
ら
に
、
行
政
不
服
審
査
法

の
制
度
改
正
に
伴
う
改
正
を
行
な
っ
て
い

る
。
今
後
も
、
法
令
の
改
正
や
社
会
情
勢

の
変
化
に
対
応
し
た
検
討
、
見
直
し
を
行

い
な
が
ら
、
情
報
公
開
制
度
を
運
用
し
た

い
。
情
報
公
開
条
例
で
は
、
個
人
情
報
の

保
護
に
配
慮
し
な
が
ら
原
則
的
に
公
開
す

る
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
て
い
る
が
、
更
に
市

民
に
開
か
れ
た
も
の
と
な
る
よ
う
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
道
の
駅
の
現
在
の
進
捗
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

伺
う
。
地
元
地
域
の
人
が
利

用
し
や
す
い
施
設
に
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
が
、
当
市
は

ど
の
よ
う
な
道
の
駅
を
目
指

し
て
い
る
の
か
。

市
長　
道
の
駅
基
本
構
想
を
、

事
業
実
施
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や

各
候
補
地
に
お
け
る
新
た
な

負
荷
案
件
等
の
検
証
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
経

て
策
定
し
た
。
事
業
着
手
の

タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、

本
市
が
抱
え
て
い
る
大
型
事

業
や
高
速
道
路
が
つ
な
が
る

時
期
を
判
断
基
準
と
し
て
考

え
て
い
る
。
最
終
的
な
候
補

地
の
選
定
も
、
事
業
の
着
手

時
期
等
を
見
据
え
な
が
ら
更

な
る
検
証
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
市
の
道
の
駅

の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
は
、

候
補
地
等
の
条
件
整
理
を
行
い
な
が
ら
判

断
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
空
き
家
が
、
ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
く

状
況
に
加
え
て
、
さ
ら
に
管
理
の
行
き
届

か
な
い
特
定
空
き
家
も
増
加
の
一
途
を
辿

っ
て
い
ま
す
が
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

市
長　
本
市
の
空
き
家
件
数
は
、
５
５
９

件
、
そ
の
う
ち
危
険
空
き
家
が
１
７
１
件

で
、
助
言
・
指
導
を
行
っ
た
も
の
が
８３
件
、

そ
の
う
ち
勧
告
に
至
っ
た
も
の
が
１
件
、

命
令
、
代
執
行
に
至
っ
た
事
案
は
な
い
。

特
定
空
き
家
に
指
定
し
た
も
の
は
、
市
民

の
安
全
を
最
優
先
に
考
え
、
空
き
家
対
策

特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
危
険
度
の
急
迫

性
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
対
応
す
る
。

相
続
放
棄
等
で
、
管
理
す
る
も
の
が
い
な

い
場
合
に
は
、
市
で
最
低
限
の
危
険
除
去

を
行
っ
て
い
る
。
一
方
、
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
の
活
用
や
民
間
と
連
携
し
た
空
き
家

の
活
用
等
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進

し
、
公
共
の
福
祉
の
増
進
と
地
域
の
振
興

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市長「条件整理をして判断」

市長「更に市民に開かれた対応を目指す」

道の駅の進捗状況について問う

市民に開かれた市政に!!
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一般質問

小　嶋　冨　弥　議員

◎
３
年
後
の
４
月
開
校
予
定

の
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
教

育
の
明
倫
学
区
義
務
教
育
校

基
本
設
計
案
の
３
階
に
お
け

る
高
学
年（
５
・
６
・
７
・
８
・

９
年
生
用
）
の
使
用
す
る
ト

イ
レ
・
水
回
り
が
不
足
で
は

と
の
心
配
す
る
声
が
教
育
現

場
や
保
護
者
か
ら
多
く
聞
こ

え
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
質
問
し
ま
す
。

教
育
長　
明
倫
学
区
義
務
教

育
学
校
建
設
事
業
の
推
進
に

は
、
明
倫
学
区
内
の
地
域
代

表
、
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

及
び
校
長
、
有
識
者
な
ど
か

ら
な
る
明
倫
学
区
義
務
教
育

学
校
推
進
計
画
策
定
委
員
会

を
設
置
し
、
推
進
計
画
の
協

議
検
討
を
進
め
て
き
た
。
基

本
設
計
案
に
お
け
る
ト
イ
レ

の
便
器
の
数
は
、
文
科
省
の

基
準
を
満
た
し
た
数
と
な
っ

て
い
る
が
、
学
校
現
場
、
保
護
者
等
か
ら

の
声
を
踏
ま
え
、
増
設
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
視
点
の
も
と
策
定
委
員
会
で

検
討
を
考
え
て
い
る
。

◎
学
校
教
育
下
に
於
け
る
児
童
生
徒
を
守

る
学
校
保
健
安
全
法
、
学
校
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
整
備
運
用
は
ど
う
図
ら
れ
て
い
ま

す
か
。

教
育
長　
学
校
保
健
安
全
法
で
は
、
安
全

確
保
を
図
る
た
め
、
学
校
や
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
、
危
険
発
生
時
の
行
動
内
容
・

手
順
を
定
め
た
危
険
発
生
時
対
処
要
領
の

作
成
を
規
定
し
て
い
る
。市
内
の
全
校
で
、

緊
急
時
の
連
絡
体
制
、職
員
の
役
割
分
担
、

行
動
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
学
校
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
緊
急
時
に
備
え
て

い
る
。
ま
た
、
未
然
防
止
の
取
り
組
み
や

避
難
訓
練
計
画
を
立
て
る
と
と
も
に
、
共

通
の
理
解
を
図
る
た
め
定
期
的
に
内
容
を

確
認
、
見
直
し
を
し
て
い
る
。
今
後
も
、

各
校
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
危
機
を
予
測
、
具

体
的
に
行
動

が
で
き
る
か

検
討
し
、
警

察
や
地
域
住

民
な
ど
の
関

係
機
関
と
連

携
を
図
り
な

が
ら
安
全
な

体
制
整
備
を

進
め
る
。

教育長「増設に向け検討」

教育の環境整備、安全は大人の務め

小　関　　　淳　議員

◎
北
海
道
ニ
セ
コ
町
は
、
正

職
員
が
８０
数
名
、
一
般
会
計

予
算
約
５０
億
円
だ
。
し
か
し

職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
に

約
１
０
０
０
万
円
の
予
算
を

つ
け
た
。
す
べ
て
は
住
民
の

生
活
向
上
に
繋
げ
る
た
め
と

い
う
。
当
市
は
正
職
員
２
８

７
名
、
一
般
会
計
予
算
約
１

５
０
億
円
だ
が
職
員
研
修
費

は
約
３
６
０
万
円
と
少
な

い
。
市
民
福
祉
の
向
上
の
た

め
に
も
、
少
数
精
鋭
が
活
き

活
き
と
働
け
る
職
場
体
制
に

す
べ
き
で
は
。

市
長　
全
国
的
に
も
少
子
高

齢
化
が
進
み
、
人
口
減
少
な

ど
社
会
環
境
が
大
き
く
変
化

す
る
中
で
、
住
民
の
ニ
ー
ズ

は
多
様
化
し
、
ま
た
、
国
と

地
方
と
の
関
係
に
お
い
て
も

地
方
分
権
が
一
層
進
ん
で
い

る
。
こ
の
中
で
、
行
政
の
需

要
と
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
職
員
一

人
ひ
と
り
の
能
力
を
さ
ら
に
引
き
伸
ば

し
、
よ
り
効
率
的
、
効
果
的
に
行
政
運
営

を
行
う
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
市

で
は
、
個
々
の
職
員
が
能
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
職
場
体
制
、
人
事
管
理
、
職
員

研
修
を
含
め
た
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
や
職

員
間
の
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

形
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
人
材
育
成
で

は
、
人
を
育
て
る
環
境
づ
く
り
と
職
員
研

修
の
充
実
・
多
様
化
を
重
点
項
目
と
し
、

人
を
育
て
る
職
場
環
境
を
つ
く
る
た
め
Ｏ

Ｊ
Ｔ
を
全
職
場
で
推
進
す
る
と
と
も
に
、

適
切
な
人
材
育
成
と
、
職
員
一
人
ひ
と
り

の
意
欲
の
向
上
を
は
か
り
つ
つ
「
強
み
」

を
活
か
し
た
人
材
育
成
と
能
力
開
発
を

行
っ
て
い
る
。
新
規
採
用
職
員
か
ら
管
理

監
督
職
者
ま
で
階
層
別
に
応
じ
た
研
修
を

行
う
と
と
も
に
、
行
政
課
題
研
修
、
政
策

提
案
能
力
向
上
研
修
な
ど
の
専
門
研
修
を

併
せ
て
行
い
、
職
員
が
常
に
向
上
心
を
持

ち
、
主
体
的
に
意
欲
を
出
し
、
個
々
の
能

力
開
発
に
つ
な
が
る
研
修
の
充
実
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
人
事
異
動
に
よ
る
能
力
と

意
欲
の
向
上
と
組
織
強
化
を
含
め
、
新
た

な
行
政
需
要
を
見
据
え
た
人
材
育
成
を
進

め
て
い
く
。

市長「新たな行政需要を見据えた人材育成を進める」

職員研修費の充実を
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佐　藤　悦　子　議員

◎
公
共
交
通
が
使
え
な
い
方

へ
の
タ
ク
シ
ー
券
助
成
拡
充

を
。
障
が
い
手
帳
３
・
４
級

の
方
や
高
齢
者
へ
も
タ
ク

シ
ー
券
を
交
付
し
て
は
ど
う

か
。

市
長　
障
が
い
者
を
対
象
と

し
た
本
市
の
タ
ク
シ
ー
券
交

付
事
業
は
昭
和
５７
年
か
ら
始

ま
り
、
現
在
身
体
障
が
い
者

１
級
と
２
級
、療
育
手
帳
Ａ
、

精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手

帳
１
級
所
持
者
、
身
体
障
が

い
者
手
帳
３
級
の
う
ち
、
移

動
が
著
し
く
困
難
な
方
、
例

え
ば
視
覚
障
が
い
や
下
肢
障

が
い
の
方
を
対
象
と
し
て
い

る
。
社
会
参
加
促
進
の
観
点

か
ら
、
移
動
手
段
確
保
は
重

要
な
課
題
で
あ
り
、
今
後
さ

ら
に
重
要
度
は
増
す
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
現
行
制
度

の
申
請
数
が
増
え
る
よ
う
周

知
を
進
め
、
市
の
交
通
政
策
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
移

動
支
援
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
う
。

◎
舟
形
町
は
、
今
年
４
月
か
ら
、
町
内
を

片
道
３
０
０
円
で
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
て
い
る
。
公
共
交

通
の
通
ら
な
い
地
域
に
ぴ
っ
た
り
の
制
度

だ
。
当
市
で
も
一
日
も
早
く
導
入
し
て
は

い
か
が
か
。

市
長　
本
市
で
は
、
利
便
性
が
高
く
持
続

可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
構
築
を
目
指

し
、
今
年
度
、
ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
運
行

事
業
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。
買
い
物

や
通
院
な
ど
の
移
動
手
段
が
な
か
っ
た
方

に
も
有
効
な
移
動
手
段
と
し
て
活
用
し
て

い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今
後

も
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
も
い
た

だ
き
な
が
ら
、
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
新
庄
市
地
域

公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
沿
っ
て
、
デ
マ

ン
ド
タ
ク

シ
ー
な
ど

様
々
な
形
態

を
含
め
、
利

便
性
が
高
く

持
続
可
能
な

地
域
公
共
交

通
網
の
構
築

に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い

く
。

市長「持続可能な地域公共交通網の構築」

タクシーを気軽に利用できるように

議会報告会の取り組み
　議会報告会は、市民に開かれた議会、市民とともに歩む議会の実現を目指し、年２回、３月と９月の議会
が閉会した後に開催しています。
　報告会では、市の予算や決算などについての審議内容の報告と、それについての質疑応答、また、市政や
議会に関することについての意見交換を行っています。

皆さんから頂いたご意見等は、議会として調査・検討し政策提言や意見書などとして市長に伝えています。

市　民 市議会 市　長

ご意見

審議内容
の報告

政策提言

意見書

５月に開催された議会報告会については次のページへ！
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栄町
公民館

•国民健康保険税について、職員はもう少し市民に分りやす
い説明をしてほしい。
•県道の橋修繕工事に伴う迂回路に防雪柵をつけてもらった
が、対応が遅かった。この路線は、毎年吹雪に悩まされて
いて防雪柵の設置を地区として要望しているが、どうなる
のか。
•道の駅に関して、どこまで進んでいるのか。後に経営がう
まくいかず、新たに税金を使うことがないように慎重に考
えてほしい。
•河川の支障木がひどく災害の原因になってしまうので、早
い対応をお願いしたい。
•市民協働と最近言われているが、以前、集落排水をどうし
ていくか話し合っている時には、行政からは余計な事と言
われた。今さら協働とはおかしいのではないか。

が、対応が遅かった。この路線は、毎年吹雪に悩まされて
いて防雪柵の設置を地区として要望しているが、どうなる

道の駅に関して、どこまで進んでいるのか。後に経営がう
まくいかず、新たに税金を使うことがないように慎重に考

河川の支障木がひどく災害の原因になってしまうので、早

仁田山
公民館

御堀端
公民館

•担い手総合対策事業は、県主導のため市の関わりが薄いのではないか。法人化育成などハー
ドルが高く現状に合っていない。他の市町村はうまく活用している事例もあるが、如何か。
•新田川の支障木対策など維持管理をしてほしい。
•金沢堰の勾配がなだらかなため水上がりがひどい。水路改修は可能か。
•防災無線は、市民歌だけでなくチャイムや別の歌等内容変更は可能か。

担い手総合対策事業は、県主導のため市の関わりが薄いのではないか。法人化育成などハー

市野々
公民館

•空き家バンク登録制度を活用して移住してきた方がいるが、住民票の取得をしていないのか
連絡がなく地域としては何もできない。問い合わせしても、不動産業者対応のためどういう
方かもわからないがどうにかならないか。
•八向地区公民館は今後どのような方向付けをするのか。話が二転三転している。早期の決着
を願う。

空き家バンク登録制度を活用して移住してきた方がいるが、住民票の取得をしていないのか
連絡がなく地域としては何もできない。問い合わせしても、不動産業者対応のためどういう

八向地区公民館は今後どのような方向付けをするのか。話が二転三転している。早期の決着

升形
公民館

•流雪溝の水量に差があり堀端は少なく、小学校側が多い。県道と市道の水路に格差がある。
流雪溝対策について再検討してほしい。
•指首野川の沈泥を機械入れて浚渫してほしい。
•心字池の状況がひどく改善が見られない。早急（新庄まつり前）に対策を講じてほしい。
•小学校が避難所になっているが、備品が無くいざという時が心配である。校内への配備は考
えていないのか。

しゅんせつ

•今後のデジタル防災無線の計画はどうなっているか。
•毎年あじさい祭りが行われているが、東山焼、歴史センター、戸澤家御廟所などと組み合わせ、
グレードアップ出来ないか。 新庄まつり以外の観光資源に磨きをかけ、新庄市の魅力を発信
しては如何か。
•栄町公園に、椅子や四阿、遊具などを設置してほしい。

あずまや
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第１２回議会報告会開催
９会場で市民の声を聞く

•今年は大変な雪で、万場町の堰の水の流れが変わり来なくなり、雪が投げられず、川まで運
んだ。人口流出にならぬよう、市全体で雪処理用に、水を止めないで流すことができないか。
•団地内生活道路の除排雪費、駐車場代、団地内の必要備品の町内会費依存（ごみステーションは住
民負担にて設置等）など、住民負担が大きく、経費負担の軽減のために市の補助を検討してほしい。
•団地内の設備不具合箇所の定期的点検と早期の修繕を望む。

•民生委員の地域割りについて見直す事は出来ないか。少子高齢化、離婚率増加による母子家
庭や父子家庭が増えている中、新興住宅地を含めた地域割りの見直しをかけないと大変にな
るのではないか。
•新庄まつりの外国人向けのボランティアガイドは何人いるのか。日本人向けのボランティア
ガイドも養成していくべきと考えるが如何か。
•新庄の会社員は、収入の低い人が多い。賃金が高ければ、地元に若い人がもう少し残るので
はないか。企業誘致は進んでいるのか。

•高齢者が通院などにスクールバスなどを使えるようにして
ほしい。
•市役所で募集しても全国でやっているので苦戦しているよ
うだが、地域の活性化，定住化も目指して、地域おこし協
力隊の増員努力をすべきではないか。
•農業補助金の利用の仕方がわからないケースが多々ある。
親身になって対応し、農家や企業が使いやすいアドバイ
ザーを設置してほしい。
•昭和活性化センターの不具合箇所の定期的点検と修繕をお
願いしたい。
•昭和活性化センターの利用申請手続きを、教育センターに
委託して活用しやすくできないか。
•グランドが使われていないのはもったいない。有効的に活
用してほしい。

•通学路の安全のために、車道と歩道を分けるガードレールの設置をしてほしい（お墓から中
川原の橋および北辰小から太田の信号まで）。
•高壇の道路（中川原に入る県道から四ツ屋橋）の西側の水路にふたをかけて、機械除雪の雪が
入らないようにしてほしい。機械で雪を入れられるので、あふれ、毎年大洪水になっている。
底板で浅くしたが、かえって悪くなった。凍って滑って３年前に高齢者がけがをした事例がある。
•高齢者世帯の雪下ろしは厳しい現状である。相談窓口を広げ、対処する体制をつくってほしい。
•高齢者の通院などのため、山交バスがないところに、巡回バスを増やしてほしい。

５月２９日（火）から３１日（木）まで、市内９ヶ所で88名の市民の方に参加いただきました。

小桧室
集会所

昭和活性化
センター

中川原
公民館

わくわく
新庄
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　６月１４日（木）に総務文教常任委員会が開かれ、
付託された案件について審査が行われました。
　佐藤忠恕氏（1904年から1982年）は武蔵野市
の図書館長や教育委員を務め、後に富士大学で司書
の育成に尽力された方です。
　佐藤氏の「故郷の青少年のために私財を役立てて
もらえれば」という遺志にもとづき、夫人を通じて
新庄市へ2000万円の寄付がありました。それをも
とに昭和62年に設置されたものが本基金条例です。
　以来、基金を活用し、調べ学習などの児童書を中
心に6780冊の図書購入費に充ててきました。
　所定の目的を達成したために廃止するものです。
　今後は、佐藤氏のご遺志やご功績を図書館内に明
示し、市民に伝えていくということです。

長い間、市勢の発展に寄与していただいたことに、心から感謝いたします

議案第39号「新庄市消防委員会条例の一部を改正する条例について」

　６月１５日（金）に産業厚生常任委員会が開かれ、
付託された案件について審査が行われました。
　審査に入り、委員からは、「この度消防委員の定
数を１名増やすということだが、それはなぜ必要な
のか」や「消防委員の中に市議会議員が５名いるが、
なぜ市議会議員が必要なのか。市議会議員は、消防
関係について議会でチェックして提案するという役
目を負っているので消防委員に議員を入れる必要が
ないのではないか」の質疑がありました。
　環境課からは、この度、消防委員の定数を増やす
のは、消防、防災という観点では、まず警察や消防
などの公的機関、地域を守る消防団、それから消防
団が出動した後に町内を守る自主防災組織、その防
災組織の立場から消防団に対する意見を反映してい
ただくということで昨年、自主防災組織連絡協議会
を設立しましたので、その代表者の会長を１名増員

するものである。
　また、昭和３７年にこの消防委員会の条例が制定
されたが、市の市政全般における消防行政へのあり
方ということを審議していただくために市議会から
５名を選出していただいている。今回の改正では消
防委員を１６名以内にするということで幅を持たせ
た形としている。消防委員の任期が２年ということ
で平成３２年３月３１日までとなっているので、それ
までに様々な意見を頂戴しながら消防委員会の中で
検討してまいりたいとの説明がありました。

自主防災組織連絡協議会から１名増員 ―消防委員会

　６月定例会では本会議のほか、１４日には総務文教常任委員会、１５日には産業厚生常任委員会が開催されました。常任委員会では各議員の視点から議案に対して多くの質疑や意見が
出されました。最終日の本会議では、一般会計補正予算に多くの議員から様々な質疑がありました。ここではその主なものを紹介します。

議案第38号「新庄市佐藤忠恕図書整備基金条例を廃止する条例について」
ただよし

委　員
消防関係者
市議会議員
学識経験者

定　数

各５名

改正前の消防委員の構成



とぴっくす
　６月定例会では本会議のほか、１４日には総務文教常任委員会、１５日には産業厚生常任委員会が開催されました。常任委員会では各議員の視点から議案に対して多くの質疑や意見が
出されました。最終日の本会議では、一般会計補正予算に多くの議員から様々な質疑がありました。ここではその主なものを紹介します。

ようこそフレッシュマン
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　㈱新庄卸売流通センターの事業清算については、
５月２４日（木）に産業厚生委員協議会に諮られ、
その後の６月１１日（月）、市議会全員協議会におい
て協議されました。

事業清算に至る経緯
　㈱新庄卸売流通センター（以下、流通センター）は、
新庄青果物地方卸売市場の開設会社として、生鮮食
品等の取引の適正化とその生産及び流通の円滑化を
図り、もって地域住民の生活の安定に資する目的を
もって昭和６３年設立から３０年が経過した。
　新庄青果物地方卸売市場は、最上地域青果物流通
の拠点として、地域消費者に対する青果物を安定供
給するとともに、良質な地場物産を地元消費者に届
けるという地産地消の中心をなしてきたことは、果
たしてきた役割は非常に大きなものであった。
　しかし、時代とともに食品流通を取り巻く情勢が

変化し、独自流通ルートをもつ大型スーパーやコン
ビニエンスストア等の地元出店や地場産品において
は産地直売所の開設などにより、当市場において開
設当初６億円以上あった取扱高は徐々に減少傾向を
示し、最近は２億円ほどと１/３となっている。
　今後、卸売取扱高が飛躍的に改善することは考え
にくい状況であること、流通センターの運営は、卸
売会社が支払う市場使用料のみに依存しているが、
その支払いが困難な状況となっていることを鑑み、
流通センターとしての会社組織は清算（解散）し、
市場としての機能は維持する意味で「新庄青果物地
方卸売市場」の開設者としての地位を卸売会社へ事
業継承することが現実的かつ効果的という考えに
至ったものである。

　４月より新規採用職員として健康課に配属になりました小野聖理佳です。今年度は５名の職員が採用されました
が、代表して私が市職員としての抱負を述べさせて頂きます。
　この春より学生から社会人になり、さらに「公務員」という立場になったことに大きな責任を感じ、緊張しています。
しかし、それと同時に新庄市の職員として社会人１年目を迎え
られたことをとても嬉しく思います。
　私の社会人としての抱負は二つあり、一つは早く職場の環境
や仕事に慣れることです。自分の視野を広げ、先輩職員の方々
の力もお借りして別角度から物事を捉え、多くのことを吸収し
たいと思っています。もう一つは失敗やミスを恐れずに様々な
ことに挑戦することです。その経験から得られるものが、いつ
か自分のためになると信じて日々自己研鑽に努めていきたいで
す。
　同期一同、一日でも早く皆様のお役に立てるよう成長して参
りますので、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。
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質問集中 ―㈱新庄卸売流通センターの解散を巡り
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　新庄市の人口が減り続けています。ぼくは、このままでは新庄市は大ピンチだと思
います。「市」という言葉を調べてみると、「人家が多いにぎやかなまち」とあります。
どうしてこんなに人口は減ってしまったのだろう。ぼくは考えてみました。
　理由は３つ考えられました。１つ目は、観光したり楽しんだりできるところが少な
く、新たに住もうとする人が増えないこと。２つ目は、若い人が出て行ってしまうこ

と。３つ目は、除雪が大変で引っ越してしまうことです。この３つ目が一番の問題だと思います。
　でもぼくは、新庄市が大好きです。自然に恵まれ、災害が少ない新庄は住みやすい街です。観光スポット

が少ないように思われますが、いいところをぼくはたくさん知っていま
す。春から夏にかけて、新庄から見える鳥海山や月山はすごくきれいで、
ぼくは富士山以上だと思います。日本一のインスタ映えスポットです。
知られていないだけで、新庄のよさはまだまだたくさんあり、知ればもっ
とたくさんの人が暮らしたくなると思います。
　ぼくの将来の夢は、建築士です。この
仕事につけたら、一番やっかいな問題で
ある雪を利用した建物づくりに挑戦した
いと思います。また、インスタ映えする
オシャレなスポットもつくって、新庄市
をにぎやかな街にしたいです。

環境にやさしい植物油インキを使用しています

■発　行／山形県新庄市議会　　■編　集／議会報編集委員会
■問い合わせ／新庄市議会事務局　〒996－8501 山形県新庄市沖の町10番37号
　　　　　　　TEL 0233－22－2111（内線302・303）　0233－23－5002（直通）
　　　　　　　FAX 0233－22－0989　E-maiL gikai@city.shinjo.yamagata.jp

「こんな新庄市にしていきたい」
北辰小学校６年
亀井　琉輝  くん

る　きか め い

開会は１０時です　◇請願は随時受け付けております

９
月
定
例
会
の
予
定

市議会の様子をインターネット中継しています。
市役所の市民課フロア、市民プラザでも視聴でき
ますのでぜひご活用ください。
※約１週間後に、録画したものがインターネット
で視聴できます。

８月２８日（火）請願締切
９月７日（金）開　　会
　　１０日（月）一般質問　中継あり
　　１１日（火）一般質問
　　１２日（水）常任委員会
　　１３日（木）常任委員会
　　１４日（金）決算特別委員会
　　１８日（火）決算特別委員会　中継あり
　　２１日（金）最 終 日 検 索新庄市議会　中継

スマートフォン・タブレットでも
市議会ネット中継が視聴できます！

障がいをお持ちの方や高齢の方でも議会傍聴しやすい環境づくりを目指していきたいと考えています。市民の皆様のご意見をお聞かせ下さい。

どなたでも傍聴できます。受付簿に住所・氏名を記入していただく
ほかは面倒な手続きはありません。団体の方は事前に議会事務局ま
でご連絡ください。ぜひ、市役所３階議場に足を運んでください！

議会を傍聴してみませんか？

パソコン
のほか

ウェブサイトで検索

◆◆ 市議会 ◆◆
インターネット中継
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